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令和８年２月26日（木）午後５時半から、船橋市
勤労市民センターにて、第18回国際理解セミナー「ス
リランカ民主社会主義共和国」が、駐日スリランカ特
命全権大使ピヴィトル・ジャナック・クマーラシンハ
閣下をお招きし、254名の市民が参加して開催されま
した。

大使閣下は、太平洋戦争終結後のサンフランシスコ
講和会議で、当時のセイロン大統領が、ブッダの言葉
である「憎しみは憎しみでは止まらず、愛によって止
まる」を引用して演説し、日本に賠償を求めない講和
への外交的な流れを作ったことを紹介されました。ま
た、スリランカと日本の間では、規律を重んじる精神、
仏教的な価値観、自然との調和、お茶の文化など、国
民の価値観に非常に近いものがあること、日本からの
医療や教育、災害時等の支援で、揺るぎない友情が育
まれていること、最近は両国間で人と人との交流が拡
大し、生きた懸け橋となっていることなどが話されま
した。そして日本の桜、スリランカの蓮のように友情
の花が咲き続けることを願っていると結ばれました。

次に、ティリニ・グナラトナ参事官から、ビデオを
使ってスリランカの地理・文化などの紹介がありまし
た。また、2500年以上の歴史のほか、セイロンティー
や宝石、ゴムなど主要な輸出品について説明されまし
た。

お話の後は、来場者から活発な質問が出されました。

休憩の後、２名の学生のスピーチがありました。一
橋大学に留学中のシャシカマル・コディトゥワックさ
んから、紛失した財布が戻った体験談が披露され、日
本人の社会規範に感動し、「日本社会から学んだこと
を母国のコミュニティに伝えたい」と結ばれました。
次に東京大学に在学中のビャンヴィラ・キララさんが、

「私は日本で生まれ育った２世です。外見から外国人
と見られることもあり、日本人と外国人を分けるもの
は何かと考えてきました。私のように海外にルーツを
持つ人々も、包摂してくれる日本社会であり続けて欲
しい」とお話しされました。

最後は、ウィシュワディヌ舞踊団によるスリランカ
の民族舞踊タイム。華やかな衣装を身にまとい、スリ
ランカ語の曲をバックに、賑やかな踊りが繰り広げら
れました。

第18回国際理解セミナー開催
― スリランカ民主社会主義共和国 ―

ピヴィトル・ジャナック・クマーラシンハ閣下の講話 ティリニ・グナラトナ参事官によるスリランカの紹介

ウィシュワディヌ舞踊団による民族舞踊
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２月22日（日）に、バスセミナーが開催されました。天気にも恵まれ、日本語教室に通う外国人やメルマガ
での募集に応募した日本人とその家族47名が参加して、鋸山とマザー牧場に行きました。

朝８時半に市役所前を出発したバスは、
３連休の中日とあって、初めから高速道路
の渋滞に遭い、鋸山到着は、１時間遅れの
11時。

鋸山では、最初のチェックポイント百尺観音で、崖に掘られた大きな観音を見てびっくり。そして長い階段
を皆元気に登って、山頂展望台と地獄のぞきへ。地獄のぞきは、長蛇の列で諦めた人もたくさんいましたが、
素晴らしい景観の写真撮影を楽しみました。そこから長い下り階段を降りながら千五百羅漢などのたくさんの
お地蔵さんを見て、ゴールの大仏、薬師瑠璃光如来へ。1783年に大野甚五郎英令らが岩山を３年かけて彫刻し
たものが始まりだそうです。ネパール出身の参加者は、「ブッダはネパールで生まれました」と紹介してくれま
した。

マザー牧場　　満開の菜の花畑

予定していたThe Fish での昼食は、混雑の
ため立ち寄れず、コンビニでお昼を調達して
バスの中で済ませましたが、１時間の遅れを
取り戻しました。

次の目的地マザー牧場に２時過ぎに到着。
見渡す限りの菜の花は、ちょうど見頃で一足
早い春の景色でした。園内では、グループに
分かれて、好きなイベントを見て回りました。

かわいい動物とのふれあいや、乳搾り体験などを楽しみ、長い列に並んでやっと買うことができたアイスクリー
ムの味も格別でした。

帰りも大渋滞。運転手さんの気転で途中電車の駅で降ろしてもらう人もいましたが、夜８時に無事市役所帰
着となりました。バスの中でのアンケートでは、渋滞時の対応などの指摘もありましたが、楽しかった点として、

「初めてのところに行けた」「他の人と交流できた」「アクティビティーが楽しかった」「また行きたい」などの
感想が多数ありました。

「協会の会員になりたい」
「またイベントの手伝い
をしたい」など心強い感
想もいただきました。

バスセミナー開催

日本寺大仏前で 地獄のぞき

羊とふれあいお風呂に入るカピバラドキドキの乳搾り体験
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近隣８市の国際交流協会は、毎年１回情報交換のた
めの連絡協議会を開催しています。今年は、船橋市国
際交流協会が議長当番であり、船橋市職員研修所にお
いて２月10日（火）に行われました。

市川市、浦安市、鎌ケ谷市（今回欠席）、千葉市、
習志野市、八千代市、四街道市、船橋市の国際交流協
会の会長、副会長、事務局長、部会長など20名に千
葉県国際交流センターがオブザーバーとして出席し
て、各々の課題を出し合ったり、各協会独自のやり方
などを情報共有しました。

主な議題としては、ボランティアは会員にならなけ
ればいけないか、協会の役員の選出はどうしているか、
多くの外国人に行事に参加してもらう良い方法は、災

害時に外国人支援センターの設置はどこにするか、な
どが挙げられました。

活動の報告では、広報としてFacebookやLINEを
使って発信している、小学校で世界の国紹介をしてい
る、災害時外国人サポーターが会員の中に60名いる

（船橋は80名登録）、専門スキルを活かす社会人ボラ
ンティアを採用している、などが挙げられました。

最後にオブザーバーの県国際交流センターからは、
助成金が必要な事業を行う場合は、申請書作成などの
サポート、研修講師の派遣が可能であること、課題や
要望を共有できるネットワーク作りのため、連絡会も
行いたいと話がありました。

現在、協会の日本語教室（対面７教室、オンライン
２教室、子ども日本語教室）と日本語ひろばでは、約
100名のボランティアが活動しています。１月から３
月までのコースに参加している外国人学習者・参加者
は約160名です。日本語教室では令和６年度末の養成
講座を受けた新人ボランティアが、令和７年４月から
活動を開始し、先輩たちの実践を見て、ドキドキワク
ワクしながら担当をもつようになっています。昨年
12月には、実践してみて難しかったところなどを共
有してさらにスキルを高めるため、養成講座と同じ有
田玲子先生に講師をお願いして、２回フォローアップ
講座を行いました。日本語文法をわかりやすくトレー

ニングするために一歩進んだ方法を考えたり、日本語
が全くわからない外国人に初めて話しかける時にはど
うしたら良いかなどを勉強しました。

また、今年度も１月から３月まで養成講座を行い、
29名の受講生が令和８年度から活動する予定です。
多様な生活環境を持つ人たちがボランティアをしてい
ますので、家庭や個人のご事情により活動を続けられ
ない人も多く、ボランティアの補充は毎年の課題です。
皆さんも、ぜひ外国人住民に寄り添って、日本語を覚
えていただく支援者になってみませんか。日本語ひろ
ばのボランティアは、養成講座受講などの条件はあり
ません。ホームページからお問い合わせください。

８市国際交流協会等連絡協議会開催

日本語教室の新人ボランティアやこれから加わるボランティアががんばっています
協議会の様子

フォローアップ講座のワークショップの様子

集合写真

養成講座でのグループ活動
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◎令和８年度総会を開催します。
日時：令和８年５月13日（水）14：00−16：00
場所：船橋商工会議所（船橋市本町１－10－10）
総会資料は５月初旬に郵送する予定です。

◎令和８年度 会費納入のお願い
船橋市国際交流協会の活動は、会員の皆様の会費で支えられています。
令和８年４月から令和９年３月までの会費を、令和８年４月25日までに納入をお願いいたします。
年会費 	 団体 	 １口10,000円
	 個人 一般	 １口 2,000円
	 個人 学生	 １口 1,000円
※２口以上納入される場合は、お手数ですが通信欄へ口数のご記入をお願いいたします。

振込先 	 ゆうちょ銀行 	 口座番号 00170- ７-57755
		  加入者名 船橋市国際交流協会
	 千葉銀行 	 船橋市役所出張所 口座番号 普通 3018415
		  口座名義人 船橋市国際交流協会
		  会長 嘉規 洋

お 知 ら せ

令和７年10月18日（土）に、地球っ子子ども日本
語教室のボランティアが東部公民館のハッピーサタ
デーに協力して、「実験スタンプラリー」を企画実施
しました。ハッピーサタデーは、毎月第３土曜日に地
域の団体と公民館が協力して、小中学生の子どもたち
を家から外に連れ出して、文化やスポーツに親しんで
もらおうという市の事業で、毎年12月か月のうち１
回企画を担当しています。

当日は子ども日本語教室の活動の日なので、普段は
日本語を勉強している外国の子どもたちもオンライン

教室から９名、対面教室から14名、合計23名が、地
域の小学生17名と一緒に様々な実験を楽しみました。
用意した実験は、「空気鉄砲」「万華鏡作り」「耐震構
造比較」「磁石で宝探し」「一円玉の表面張力」の５つ。
日本人と外国人の子どもたちが一緒に実験をしなが
ら、ワークシートに予想と結果を書いて、スタンプを
もらうというものです。言葉がわからなくても実験を
し、楽しく活動の場を共有するという良い経験になっ
たようです。

ハッピーサタデーに協力

万華鏡作り３つの耐震構造の上で紙相撲一円玉を浮かべて表面張力実験


